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集団遺伝分野
庄武孝義･川本 芳 ･平井腎久
研究概要
A)ニホンザルの集団遺伝学的研究
庄武孝義 ･川本 芳･Gurja.Bolayl)
ニホンザルの血液蛋白変異やミトコンドリアD
NAの変異を検索し,群内.群問の退伝的変異性
を定立する｡得られたデータをもとに統計的検討
を加えニホンザルの繁殖柄近 ･種分化の解明をめ
ざす｡幸島群の退伝的特赦を再開杢するため94年
度未には幸島群の88頭のうち81頭を採血したム
B)Macaca屑サルの系統的相互関係
川本 芳 ･庄武孝義
ニホンザルを含むMacaca屑サル各車軸 らゝ材料
を採集し,前項A)と同一の方法によって種内･
種問の遺伝的変異性を定立化し,それら種間の遺
伝的分化 ･系統的関係を検討している｡'94年度
は川本がインドネシアのカリマンタンにて調査を
行い,各種の新たなサンプルを収典した｡また,I
PSバリ大会にて研究成果を発表した｡
C)ヒヒ類の種分化に餌する典田並伝学的研究
庄武孝義
94年皮は文部省科学研究於により,セミエソ山
岳地帯(海抜3800m)でih伝的変異と高地適応メカ
ニズムの解明のためサル施設松林泊明氏とケダラ
ヒヒの捕獲調査を行い.25頭分の試料を収輿した.
D)サバンナモンキーの集団適伝学的研究
場田 城 l)･庄武孝義
エチオピア中央部を流れるアワッシュ川の川辺林
に生息するサバンナモンキー(グリベットモンキー)
CercopitheczLSaethiopsaethiopsの集団構造を
調べるために,約600kmにわたる範EfIの10集団の
比較研究をしている｡'94年度は血中蛋白質の多
座位屯気泳動法により各集団の遺伝子頻度を求め
た｡
E)家畜化現象と家畜系統史の研究
庄武孝義 ･川本 芳
1)大学院学生
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